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IVI未来プロジェクトとは

IVI企業25社から中堅・若手を中心に約30名が集結

TIS
アンリツ
フューチャー
アビームシステムズ
三菱重工業
川崎重工業
ソフトバンク

オークマ
東洋ビジネスエンジニアリング
富士ゼロックス
ニコン
パナソニック
アビームコンサルティング

(順不同)

NTTコミュニケーションズ
マツダ
日産自動車
神戸製鋼所
ダイフク
バリューチェーンプロセス協議会

ソニーGM&O 
豊田通商
インテック
ダイキン工業
錦正工業
東芝デジタルソリューションズ

デバイス化 サービス化

サイバー化

知能化

17年3月 公開シンポジウム
西岡理事長より未来PJを発表

4つの未来軸を課題提起
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未来PJの目標はイノベーション

しくみ、しかけ、あるいは考え方が、それまでに満たされていなかった
潜在的なニーズをとらえ、爆発的な普及によって、
気がつけばだれもが当たり前のように使っている状態となること

プロジェクトのポイント

１）現時点では、世界中で誰もいちども実現できていないこと

２）複数企業が協力してはじめてできること（１社ではできないこと）

３）日本のものづくりの強み、IVIの持ち味が十分に活かされ
今後の飛躍的な成長につながること

４）「夢があること！」「わくわくすること！」
「１０人のうち９人は反対しそうなこと！」

目標

１０億円の投資→１０００億円の経済効果
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駆け抜けた1年間

5月

PJキックオフ

6月

松尾先生講義(AI) 越塚先生講義(ユビキタス)

7月

夏期集中合宿

8月

公開シンポ 中間発表

10月

有力ベンチャー等訪問

11月

投資家(VC)向けプレゼン

12月

成果報告

3月

事業計画、開発仕様書

1~2月 3/8
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未来テクノロジーリスト

既存テクノロジーのリストアップ～結合～新たな価値創造の検討

８１枚のテクノロジーシート

６０個のテクノロジーユースケース 4/8
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未来TBプロジェクト：4つのイノベーション

製造側
エッジ

消費側
エッジ

IVI SMU

Know-How 
HCS

CVF
HCS

オープン
データの預託

②ものづくりデータバンク

知識とデータの
利活用

HCT

Traceability 
HCS

出来たら良いな
の具現化

③コンビニ型ファクトリー

オープン/クローズ
フィルタリング

①ゆるやかなエッジOS

モノとデータのセキュア流通

④SMU連携ステーション

サプライチェーンの両エッジ(製造現場、最終顧客)をつなぐエッジ生産の実現を目指す
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工場内のドキュメントに
は表せないさまざまなも
のづくりの手順や手法
などの知的財産を守り
つつ、外部とつながるた
めにオープンにすべき情
報を公開するためのオ
ペレーションシステム
(OS)を提供。

ものづくりに必要な現
場のノウハウ等を関連
情報と併せて管理し、
再現できるしくみを構
築することで知識やノウ
ハウを提供する側とそ
れを利用する側との間
をつなぎ、新たなビジネ
スモデル創出を支援。

消費財製造において、
ユーザの多様なニーズ
に対応するために、組
立と仕上げの工程を、
できるだけユーザに近い
ミニファクトリー（ホーム
センターなど）で行うこ
とで、これに対応する。

企業を超えたサプライ
チェーン、エンジニアリン
グチェーン間で、ものづ
くりの最小単位(SMU)
が、効率的でダイナミッ
クな連携を実現するた
めのプラットフォームのし
くみを提供する。

未来TBプロジェクト：4つのイノベーションの内容
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本日の
発表

本日の
発表
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PJ01 ゆるやかなエッジOSが解決したい課題

8

工場内の製造設備間でのデータ仕様がばらばらであり、デー
タ流通が難しい

現状 課題

B社製A社製 C社製

A社結果

？

工場では設備メーカーごとの仕様に対
応している状況

B社結果 C社結果

データ形式、フォーマットなど
設備メーカーごとにばらばら

1 製造設備ごとにデータ仕様

2 安全なデータ流通の仕組み

日本の工場では製造装置を接続するデー
タインターフェース・仕様が多数混在し、
製造装置間でのデータ流通が難しい。

企業間(ユーザー・サプライヤー間)でオー
プン・クローズの情報が定義されておらず、
フィルタリングにより安全にデータをやり
とりする仕組みが整備されていない。
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エッジOSが目指す姿と提供価値

ユーザー／サプライヤー双方のニーズを忠実に実現する

ゆるやかなエッジOSが目指す姿

プラグ＆プレイで①製造装置データを流通させ、かつ
②セキュアな通信環境を使い、様々なアクターで製造品質
への影響を把握できるようにする

生産性向上、品質マネジメントのシステム進化、
投資削減

製造装置
ユーザー

商品開発・機能進化、メンテナンス(予防保全等)、
マーケティング(潜在ニーズの発掘等)へ

製造装置
サプライヤ

提供価値

9



Copyright 2018 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

サプライチェーン上の企業群がうまく連携することで、
非競争領域のコストを改善したいが、効果的にできない

10

しかも、改善したい課題（ニーズ）、規模は様々
e.g. 物流コストは日系企業主要180社合計で2.7兆円/年

セキュリティ
・信頼できる情報を必要な人に容易に共有できない

トレーサビリティ
・複雑なモノの流れに対応したデータ流通の仕組みがない
・モノとデータの紐づけに限界がある

・曖昧な情報伝達が起因の品質問題
・チェーン全体での重複作業
・余剰な設備/リソースの維持, etc

PJ04 SMU連携ステーションが解決したい課題
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高度な
物流管理

高度な
決済管理

高度な
受発注管理

基幹業務

製造業者
（モジュール）

製造業者
（組立・完成品）

物流業者(１)

販売業者
（一次販売）

販売業者
（二次販売）

物流業者(２)

物流業者(３)

サプライチェーンの関連業務を連携し、セキュアなトレースを実現

SMU連携STが目指す姿と提供価値
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本日の発表内容

PJ-02：ものづくりデータバンク
長井 大典（TIS）

PJ-03：コンビニ型ファクトリー
鷲見 仁（オークマ）
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